
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページをご覧ください 日本共産党豊田市議団 

 

１
１
月
９
日
、
豊
田
革
新
懇
（
平

和
と
民
主
主
義
・
革
新
統
一
を
す
す

め
る
豊
田
懇
談
会
）
が
、
２
０
２
４

年
度
の
総
会
と
講
演
会
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。
今
年
は
、
日
本
共
産
党

愛
知
県
委
員
会
書
記
長
の
河
江
明

美
氏
を
講
師
に
招
き
「
総
選
挙
の
結

綱
領
路
線
「
日
本
政
治
の
２
つ
の

異
常
な
ゆ
が
み
‐
財
界
中
心
、
ア

メ
リ
カ
い
い
な
り
‐
の
解
明
に
近

づ
く
可
能
性
が
生
ま
れ
て
い
る
、

こ
れ
か
ら
の
国
民
の
運
動
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

自
民
党
の
支
持
率
が
２
割
を
切
る

状
況
で
の
激
し
い
行
き
詰
ま
り
を

示
す
選
挙
の
結
果
か
ら
、
新
し
い

政
治
プ
ロ
セ
ス
が
始
ま
り
、
市
民

と
野
党
の
共
闘
を
発
展
さ
せ
る
革

新
懇
の
役
割
が
い
よ
い
よ
鮮
明
と

な
り
ま
し
た
。 

 

要
求
実
現
に
力
を
あ
わ
せ 

豊
田
革
新
懇
は
、
今
後
の
活
動

方
針
と
し
て
、
東
ア
ジ
ア
の
平
和

構
築
、
気
候
危
機
打
開
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
、
核
兵
器
禁
止
条
約
へ

の
政
府
の
批
准
、
原
発
再
稼
働
反

対
、
健
康
保
険
証
の
存
続
な
ど
の

要
求
実
現
に
取
組
み
、「
３
つ
の
共

同
目
標
」（
日
本
の
経
済
を
国
民
本

位
に
転
換
し
暮
ら
し
が
豊
か
に
に

な
る
日
本
を
め
ざ
す
。
日
本
国
憲

法
を
生
か
し
、
自
由
と
人
権
、
民

主
主
義
が
発
展
す
る
日
本
を
め
ざ

す
。
日
米
安
保
条
約
を
無
く
し
、

非
核
・
非
同
盟
・
中
立
の
平
和
な

日
本
を
め
ざ
す
。）
の
国
民
多
数
の

合
意
に
向
け
、
統
一
戦
線
へ
の
結

集
を
呼
び
か
け
る
こ
と
な
ど
を
確

認
し
ま
し
た
。 

果
が
つ
く
り
出
し
た
国
民
の
力
で

政
治
を
変
え
る
展
望
」
の
テ
ー
マ
で

講
演
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
総
選

挙
の
結
果
は
、
自
公
過
半
数
割
れ
と

い
う
厳
し
い
審
判
が
下
さ
れ
、
自
民

党
議
席
は
愛
知
１
１
区
を
含
め
、
激

減
し
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
は
、
２

０
２
２
年
の
参
院
選
比
例
比
で
、
西

三
河
全
体
で
得
票
を
伸
ば
し
ま
し

た
が
、
議
席
を
減
ら
す
残
念
な
結
果

と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
選
挙
で

訴
え
た
企
業
団
体
献
金
の
禁
止
、
学

費
値
上
げ
ス
ト
ッ
プ
、
選
択
的
夫
婦

別
姓
、
軍
拡
増
税
反
対
な
ど
、
国
民

要
求
を
実
現
さ
せ
「
国
民
が
主
人

公
」
の
政
治
の
実
現
へ
と
、
変
え
る

可
能
性
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
は

明
ら
か
で
す
。 

自
民
党
政
治
に
代
わ
る
新
し
い
政

治
の
中
身
は
、
今
、
国
民
の
模
索
と

探
求
の
中
に
あ
り
、
日
本
共
産
党
の
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もとむら伸子   根本みはる      牧田みつお 
 

自公過半数割れに追

い込んだ総選挙後の

新しい国会の様子や、

参院選での躍進めざ

す決意をお話しいた

します 



 

 

 

 

 

 

 

 

１
１
月
１
日
、
２
０
２
４
被
爆

者
行
脚
が
豊
田
市
を
訪
れ
ま
し

た
。
県
内
の
自
治
体
を
毎
年
、
愛

知
県
原
水
爆
被
災
者
の
会
（
愛
友

会
）
の
皆
さ
ん
が
被
爆
者
と
と
も

に
訪
れ
て
、
被
爆
の
実
相
を
伝
え
、

平
和
行
政
な
ど
を
訴
え
る
取
組
で

す
。
現
地
か
ら
は
、
平
和
を
願
う

戦
争
展
実
行
委
員
会
、
住
み
よ
い

豊
田
を
創
る
会
な
ど
が
参
加
し
、

根
本
み
は
る
市
議
も
同
席
し
ま
し

た
。 愛

友
会
副
理
事
長
の
大
村
義
則

さ
ん
（
元
市
議
会
議
員
）
が
、
被

爆
者
行
脚
の
意
義
や
要
望
を
伝

え
、
被
爆
者
の
丹
羽
さ
ん
か
ら
、

日本共産党豊田市議団へのメールは、ホームページからお送りください 

幼
い
頃
の
被
爆
体
験
や
、
被
爆
者

で
あ
る
こ
と
か
ら
差
別
を
受
け
て

き
た
経
験
が
語
ら
れ
ま
し
た
。 

主
な
要
望
内
容
は
、 

・
「
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条

約
の
署
名
・
批
准
を
求
め
る
署
名
」

に
市
長
、
議
長
の
署
名
を
。 

・
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
参
加
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
の
考
え
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

・
被
爆
者
へ
の
援
護
施
策 

・
被
爆
体
験
の
継
承
事
業 

な
ど
で
、
文
書
で
の
回
答
を
求
め

て
い
ま
す
が
、
豊
田
市
は
唯
一
、

文
書
で
の
回
答
を
拒
否
し
て
い
ま

す
。
署
名
に
つ
い
て
は
、
公
の
立

場
で
署
名
は
で
き
ず
、
「
非
核
平

和
自
治
体
宣
言
」
に
つ
い
て
は
、

市
議
会
の
動
向
に
よ
っ
て
判
断
す

る
と
い
う
消
極
的
な
回
答
と
な
り

ま
し
た
。 

被
爆
体
験
の
継
承
事
業
で
は
、

「
原
爆
と
人
間
展
」
の
パ
ネ
ル
展

示
は
毎
年
、
中
央
図
書
館
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
小
・
中
・
高
校

で
の
平
和
教
育
や
修
学
旅
行
で
広

島
・
長
崎
を
訪
れ
る
平
和
教
育
に

つ
い
て
は
、
「
学
校
の
裁
量
」
と

パネルディスカッションでは、農家、農業関係者のみなさ

んにパネラーとしてご参加いただきます。 

どなたもご自由にご参加ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご参加ください 

い
う
回
答
に
留
ま
り
ま
し
た
。 

県
内
の
自
治
体
で
は
、
瀬
戸
市

の
よ
う
に
、
市
長
、
議
長
が
懇
談

に
参
加
し
て
あ
い
さ
つ
さ
れ
る
市

も
あ
り
ま
す
。
来
年
被
爆
８
０
年

を
迎
え
よ
う
と
す
る
中
、
日
本
被

団
協
（
日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体

協
議
会
）
が
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

を
受
賞
し
た
こ
と
は
、
核
兵
器
の

使
用
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
き
た
被

爆
者
の
活
動
へ
の
評
価
と
、
未
来

の
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
へ
の

大
き
な
期
待
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

主催 ： 住みよい豊田を創る会 
 


